
1210あかりんアワー 教員が研究の楽しさを語る 

 第50回（10/22） 三井吉俊先生推薦 ブックガイド 

 
Book1 

啓蒙の地下文書Ⅰ・Ⅱ 
 
著者：野沢協 監訳 出版社：法政大学出版局 
コメント：１８世紀後半における啓蒙思想の全面的開花に 
先立って、この世紀前半から存在した、夥しい数にのぼる 
匿名の反宗教的文書、「危険文書」の代表作を邦訳した 
集成です。これだけの規模で一般読書世界にこのような 
作品群が紹介された例は、ほかにはフランスおよび 
イタリアだけだと思います。最近ではアングロ・サクソン系の 
学者たちがこれら文書の存在を背景にして「急進的啓蒙」 
という新たな概念を提唱しています。 
 
 
Book2 

知られざる奇書の世界--ヨーロッパ地下文学への道 
 
著者：三井吉俊 出版社：丸善 
コメント：１７世紀古典主義時代の裏側からはじめて、 
啓蒙の地下文書の制作現場までを簡略に描いた本です。 
多かれ少なかれ自分の思想のために、多くは自分の国を 
追われ、ヨーロッパの国々を流れ歩いた無名に近い 
インテリたちの肖像です。 
 
 

※掲載されている本はN棟3階ブックツリーのテーマ展示コーナーに配架されます。 
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